
災
書
多
発
時
代
の

復
旧

・
復
興
へ
の
課
題

富田能成
埼玉県横瀬町長

はじめて部下を

持つことになつたら
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日
本
大
学
危
機
管
理
学
部
教
授

木

下

誠

也

近
年
、
気
候
変
動
に
よ
っ
て
水
書
や
土
砂
災
書
が
激
化
し
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下
地
震
な
ど
の

巨
大
地
震
の
発
生
も
近
い
将
来
予
想
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
災
書
に
対
し
、
第

一
義
的
に
住
民
の
生

命
、
身
体
、
財
産
を
保
護
す
る
責
務
を
有
し
て
い
る
市
町
村
は
、
災
書
へ
の
備
え
か
ら
災
害
対
応
、
復
旧
・

復
興
ま
で
膨
大
な
業
務
を
担
い
、
災
書
の
規
模
が
大
き
く
な
れ
ば
、
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
る
。
こ
こ
で

は
、
市
町
村
に
お
け
る
災
書
復
旧
事
業
執
行
の
た
め
の
支
援
に
つ
い
て
、
最
近
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、

今
後
の
課
題
を
示
し
た
い
。

市
町
村
へ
の
災
書
復
旧
支
援
を

□Ⅲ□四

きのした。せいや

1978年、東京大学大学院工学系

(土 木)修士修了後、建設省入省
=
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ど
う
進
め
る
か

は

じ

姉

挺

わ
が
回
は
、
地
震
が
発
生
し
や
す
で
つ

え
、
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
津
波
に
薬
わ
れ

や
す
い
。
気
候
面
で
も
梅
雨
や
台
風
の
時

期
に
降
雨
が
集
中
し
、
河
川
が
急
勾
配
で

延
長
が
短
く
水
害
や
上
砂
災
害
が
起
き
や

す
い
。
冬
季
に
は
、
回
土
面
積
の
半
分
に

及
ぶ
一象
雪
地
帝
を
中
心
に
大
雪
に
見
舞
わ

れ
る
。
特
に
、
近
年
は
気
候
変
動
に
よ
つ

て
大
雨
の
発
生
数
が
増
加
傾
向
に
あ

つ
て

水
害
や
土
砂
災
害
が
激
化
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下
地

震
な
ど
の
巨
大
地
震
の
発
生
が
近
い
将
来

予
想
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
災
害
に
対
し
、
市
町
村

　

と
な
る
。
そ
の
う
え
、
発
生
し
た
大
量
の

は
、
第

一
義
的
に
住
民
の
生
命
、
身
体
、　
　
災
害
廃
棄
物
を
集
め
る
仮
置
場
を
確
保
し

財
産
を
保
護
す
る
責
務
を
有
し
て
お
り
、　
　
た
り
、
災
害
故
助
法
に
よ
る
住
宅
の
応
急

備
え
と
し
て
、
避
難
所
と
避
難
場
所
の
確

　

修
理
や
、
応
急
仮
設
住
宅
へ
の
対
応
が
必

保
、
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
、
地
域
防
災
計

　

要
に
な
る
。
被
災
者
の
住
ま
い
の
再
建
に

画
の
作
成
な
ど
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
災

　

必
要
と
な
る
罹
災
証
明
書
の
申
請
受
付
、

害
が
発
生
し
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

　

被
害
調
査
、
一父
付
等
の
業
務
が
発
生
す
る
。

る
場
合
に
は
、
情
報
に
基
づ
き
的
確
に
避
　
　
　
さ
ら
に
、
災
害
に
よ
り
損
傷
し
た
市
町

難
情
報
を
発
令
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
村
管
理
の
公
共
施
設
の
復
旧
が
必
要
と
な

ま
た
、
消
防
、
水
防
等
の
応
急
措
置
に
関
　
　
る
。
公
共
土
木
施
設
の
被
害
調
査
な
ど
国

す
る
こ
と
、
被
災
者
の
故
難
、
故
助
や
避

　

庫
補
助
申
請
の
た
め
の
膨
大
な
作
業
が
必

難
所
の
準
備
が
必
要
に
な
る
。　
　
　
　
　
　
要
に
な
る
。
そ
し
て
、
平
時
に
経
験
す
る

ま
た
、
災
害
対
応
と
し
て
、
水
、
食
料
　
　
＞」
と
の
な
い
よ
う
な
膨
大
な
災
害
復
旧
工

等
を
配
給
し
た
り
、
仮
設
ト
イ
レ
を
用
意

　

事
の
発
注
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
る
こ
と
も
必
要
に
な
る
。
避
難
所
や
避
　
　
復
旧
箇
所
が
多
い
場
合
、
土
木
関
係
職
員

難
者
の
数
が
多
け
れ
ば
、
膨
大
な
業
務
量
　
　
の
数
も
限
ら
れ
対
応
が
難
し
く
な
る
。

こ
こ
で
は
、
市
町
村
に
お
け
る
災
害
復

旧
事
業
執
行
の
た
め
の
支
援
に
つ
い
て
、

最
近
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
今
後
の
課

題
を
示
し
た
い
。

闘
麟
稲
庭
換
る

鍵
欝
　
纏
の
磁

近
年

の
緊
縮
財
政
や
行
政
改
革
の
中

で
、
地
方
自
治
体
の
職
員
数
は
１
９
９
４

年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
大
幅
に
減
少
し
て
い

る
。
市
町
村
等

（政
令
指
定
都
市
を
含
む

市
区
町
村
、　
一
部
事
務
組
合
等
）
の
職
員

数
は
、
１
９
９
４
年
に
約
１
５
５
万
人
で

あ

っ
た
の
が
２
０
２
２
年
に
は
１
３
７
万

人
と
１２
％
減
で
あ
る
。
２
０
１
７
年
に
県

費
負
担
教
職
員
に
関
す
る
権
限
が
都
道
府
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県
か
ら
指
定
都
市
に
移
譲
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
都
道
府
県
か
ら
指
定
都
市
に
移
動
し

た
約
ｍ
万
人
の
教
職
員
数
を
差
し
引
く
と
、

帥
％
の
減
少
で
あ
る
。
災
害
の
規
模
が
大

き
く
な
れ
ば
、
膨
大
な
業
務
を
担
う
に
は

大
変
厳
し
い
状
況
と
な
る
。

特
に
、
公
共
施
設
の
災
害
復
旧
の
事
業

執
行
に
必
要
な
土
木
関
係
の
職
員
数
は
多

く
の
市
町
村
で
不
足
し
て
お
り
、
約
８
％

の
「市
」
、
約
３６
％
の
「町
」、
約
７６
％
の
「村
」

で
は
、
土
木
技
術
職
員
数
が
０
人
で
あ
る
。

ま
た
、
約
１２
％
の
「市
」
、
約
６９
％
の
「町
」

と
約
９６
％
の

「村
」
で
は
、
土
木
技
術
職
員

が
５
人
未
満
し
か
い
な
い
状
況
と
な

っ
て

い
る
。
ま
た
、　
一
部
の
市
町
村
で
は
、
土

木
技
術
職
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

職
員
の
募
集
を
し
て
も
応
募
が
な
く
、
慢

性
的
に
土
木
技
術
職
員
が
不
足
し
て
い
る

状
況
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
近
年
、
地
震
や
水
害
な
ど
の

大
規
模
な
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
が
、
市

町
村
単
位
で
は
災
害
を
経
験
す
る
機
会
は

少
な
く
、
約
４
割
の
市
町
村
で
は
、
過
去

１０
年
間
で
の
災
害
復
旧
事
業
を
実
施
し
た

経
験
が
１
回
以
下
と
な

っ
て
お
り
、
災
害

対
応
に
対
す
る
経
験
を
積
む
機
会
は
限
ら

れ
て
い
る
。

令
和
元

（２
０
１
９
）
年
台
風
Ю
号
や

令
和
２

（
２
０
２
０
）
年
７
月
一象
雨
で

は
、
土
木
技
術
職
員
が
５
人
未
満
の
市
町

村
に
お
い
て
災
害
復
旧
事
業
の
箇
所
数
が

５０
か
所
を
超
え
る
事
態
が
生
じ
た
。
土
木

技
術
職
員
数
を
直
ち
に
確
保
す
る
こ
と
が

困
難
な
状
況
を
考
慮
す
る
と
、
小
規
模
な

市
町
村
に
お
い
て
は
、
外
部
か
ら
の
相
当

数
の
応
援
な
し
で
は
、
災
害
対
応
業
務
を

円
滑
か
つ
迅
速
に
進
め
て
い
く
こ
と
は
極

め
て
困
難
で
あ
る
。

地
方
自
治
体
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、
被
災
箇
所
に
つ
い
て
国
に
対
し

災
害
復
旧
を
申
請
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

災
害
杢
定
が
行
わ
れ
、
災
害
復
旧
事
業
費

が
決
定
さ
れ
る
。
災
害
復
旧
関
係
事
業
に

は
、
基
害
復
旧
事
業
費

（負
担
率
３
分
の
２

以
上
）
の
み
を
も
っ
て
原
形
復
旧
す
る
も

の
と
、
そ
れ
に
改
良
工
事
費

（補
助
率
は

「災
特
」
１０
分
の
４
、
そ
の
他
２
分
の
１
）
を

加
え
再
度
災
害
防
止
を
図
る
改
良
復
旧
が

あ
り
、
一局
率
な
国
費
負
担
が
受
け
ら
れ
る
。

国
は
、
国
庫
負
担
申
請
を
受
け
て
、
災

害
復
旧
事
業
費
を
決
定
す
る
た
め
に
職
員

を
派
遣
し
、
「災
害
査
定
」
と
い
う
実
地

調
査
を
行
う
。
こ
れ
は
、
財
務
省
職
員
が

立
会
し
て
行
わ
れ
、
大
部
分
の
申
請
条
件

に
つ
い
て
事
業
費
の
決
定
が
そ
の
場
で
行

わ
れ
る
。

災
害
復
旧
事
業
の
□
庫
負
担
額
を
審
査

す
る
災
害
杢
定
の
申
請
に
は
、
査
定
設
計

書
を
準
備
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
必
要
書
類
は
多
岐
に
わ
た
る
。
査
定
設

計
書
は
、
災
害
申
請
箇
所
毎
に
作
成
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
被
災
箇
所
が
多
い
場

合
は
、
資
料
作
成
の
業
務
量
は
膨
大
な
も

の
と
な
る
。

ま
た
、
被
災
状
況
調
査
や
査
定
設
計
書

の
作
成
は
、
測
量

・
調
査

・
設
計
会
社
ヘ

委
託
す
る
こ
と
が
多
い
。
大
規
模
災
害
時

に
は
、　
一
定
の
地
域
内
で
被
災
箇
所
が
膨

大
と
な
る
た
め
、
回
、
都
道
府
県
、
市
町

村
に
お
い
て
、
ま
た
各
地
方
自
治
体
の
上

木
担
当
部
署
と
農
林
担
当
部
署
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
災
害
復
旧
の
た
め
の
業
務

が
急
増
し
、
被
災
地
域
の
会
社
に
依
頼
が

殺
到
す
る
た
め
、
委
託
が
困
難
な
状
況
が

生
じ
、
そ
の
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
遅
れ

が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

市
町
相
へ
の
捷
書
額
阻
支
援
の

取
り
組
み

市
町
村
に
お
け
る
災
害
復
旧
事
業
等
の

災
害
対
応
が
迅
速
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
２

０
１
７
年
に
国
土
交
通
省
に
お
い
て
、
防

災
に
関
す
る
市
町
村
支
援
方
策
に
関
す
る

有
識
者
懇
談
会
に
よ
る

「防
災
に
関
す
る

市
町
村
支
援
方
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

の
提
言
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
、
こ
の
提
言

内
容
の
実
現
に
向
け
て
国
、
都
道
府
県
等

に
よ
る
市
町
村
支
援
の
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
た
。

放
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
る
よ
う
な
大
規

模
災
害
時
に
は
、
早
期
の
査
定
を
実
現
す

る
た
め
、
書
面
の
み
に
よ
る
査
定
の
対
象

限
度
額
の
引
上
げ
や
設
計
図
書
の

一
部
簡

素
化
な
ど
、
査
定
に
係
る
事
務
手
続
を
効

率
化
す
る
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
設
計
図
書
の

一
部
筒
素
化
は
、
通
常

よ
り
も
少
な
い
書
類
で
査
定
を
受
け
ら
れ

る
た
め
、
査
定
準
備
に
か
か
る
業
務
量
は

軽
減
さ
れ
、
査
定
時
期
の
早
期
化
に
は
確

実
に
寄
与
し
て
い
る
効
果
は
確
認
さ
れ
て

い
る
。

し
か
し
、
設
計
図
書
の

一
部
簡
素
化
が

適
用
可
能
と
な

っ
た
も
の
の
、
近
年
の
大

規
模
災
害
を
経
験
し
た
地
域
の
事
例
で

は
、
申
請
件
数
の
４
割
程
度
は
そ
の
簡
素

化
を
行
わ
ず
に
、
通
常
の
申
請
書
類
を
準

備
し
て
か
ら
査
定
を
受
け
て
い
た
状
況
が

確
認
さ
れ
、
結
果
と
し
て
、
発
災
後
２
か

月
以
内
の
実
施
を
原
則
と
し
て
い
る
査
定

が
発
災
か
ら
７
か
月
後
ま
で
か
か
っ
て
い

る
状
況
に
あ

っ
た
。
近
年
の
大
規
模
災
害

を
経
験
し
た
地
方
自
治
体
に
よ
る
と
、
設

計
図
書
の

一
部
衛
素
化
を
活
用
し
た
場
合

に
お
い
て
も
、
査
定
後
の
詳
細
設
計
協
議

に
係
る
手
間
を
回
避
す
る
な
ど
の
た
め

に
、
金
定
時
に
お
い
て
事
業
費
等
に
つ
い

て

一
定
の
精
度
を
確
保
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
査
定
準

備
に
か
か
る
業
務
量
が
大
き
く
は
減
少
せ

ず
、
工
事
着
手
ま
で
の
業
務
量
は
却

っ
て

増
大
し
て
い
る
と
い
う
意
見
が
見
受
け
ら

れ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
国
土
交

通
省
は
、
２
０
２
１
年
貶
月
よ
り

「市
町
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村
に
お
け
る
災
害
復
旧
事
業
の
円
滑
な
実

施
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
検
討
会
」
を

開
催
し
、
大
規
模
災
害
に
お
い
て
市
町
村

が
災
害
発
生
か
ら
復
旧
ま
で
迅
速
か
つ
円

滑
に
災
害
対
応
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
改
め
て
、
市
町
村
支
援
の
方
策
を
検
討

し
た
。

本
検
討
会
に
お
い
て
は
、
第

一
に
、
筒

素
化
し
た
場
合
の
査
定
に
つ
い
て
は
、
査

定
時
に
決
定
し
て
お
く
べ
き
必
要
最
低
限

の
事
項
の
み
を
決
定
す
る
こ
と
と
し
、
詳

細
設
計
協
議
時
に
お
い
て
必
要
な
精
度
を

確
保
す
る
こ
と
で
、
大
規
模
災
害
に
お
け

る
査
定
の
効
率
化

・
簡
素
化
を
進
め
よ
う

と
考
え
た
。
ま
た
、
査
定
に
限
ら
ず
災
害

復
旧
事
業
の
様
々
な
場
面
に
お
い
て
迅
速

化

・
効
率
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
Ｕ
Ａ
Ｖ
、

レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
、
３
Ｄ
ｌ
Ｃ
Ａ
Ｄ
等

の
活
用
に
加
え
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム

や
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
等
の
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
を
進
め
て
い
く
べ
き
と
し
た
。

第
二
に
、
被
災
し
た
施
設
の
被
害
状
況

や
重
要
度
等
を
踏
ま
え
、
緊
急
性
が
高
い

箇
所
の
早
期
の
工
事
着
手
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
市
町
村
が
査
定
準
備
の
段
階
か
ら
優

先
順
位
を
考
慮
し
、
で
き
る
だ
け
緊
急
度

の
高
い
も
の
は
早
期
に
査
定
申
請
を
行
う

よ
う
促
す
と
と
も
に
、
査
定
を
待
た
ず
に

必
要
な
工
事
を
実
施
す
る

「
査
定
前
着

工
」
の
取
り
組
み
を
引
き
続
き
周
知
す
る

べ
き
と
し
た
。

第
三
に
、
災
害
復
旧
事
業
の
実
務
を
担

う
体
制
や
経
験

・
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
足
す
る

市
町
村
に
対
し
、
既
存
の
支
援
制
度

・
取

り
組
み
や
好
事
例
、
留
意
点
等
を
分
か
り

や
す
く
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
と
り
ま
と

め
、
こ
れ
を
活
用
し
た
平
時
か
ら
の
取
り

組
み
強
化
や
災
害
対
応
力
の
底
上
げ
が
必

要
と
考
え
た
。

第
四
に
、
市
町
村
が
行
う

一
連
の
災
害

対
応
を
民
間
事
業
者
等
が
支
援
す
る
Ｃ
Ｍ

方
式
の
導
入
、
地
域
の
建
設
技
術
セ
ン
タ

ー
等
に
よ
る
発
注
者
支
援
業
務
の
活
用
、

査
定
の
資
料
作
り
を
支
援
す
る
専
門
人
材

を
派
遣
す
る
組
織
の
設
立
な
ど
、
民
間
事

業
者
等
に
よ
る
災
害
復
旧
支
援
の
取
り
組

み
を
普
及
促
進
す
る
必
要
性
が
認
識
さ
れ

た
。２

０
２
２
年
５
月
に
と
り
ま
と
め
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
等

に
よ
る
災
害
復
旧
事
業
経
験
者
な
ど
の
応

援
職
員
の
派
遣
、
公
共
土
木
施
設
の
被
災

状
況
調
査
等
の
た
め
の
国
土
交
通
省
緊
急

災

害

派

遣

隊

（
Ｔ

Ｅ

Ｃ

‐
Ｆ

Ｏ

Ｒ

Ｃ

Ｅ

）

の
派
遣
、
公
益
社
団
法
人
全
国
防
災
協
会

が
認
定
登
録
し
た
災
害
復
旧
技
術
専
門
家

の
派
遣
等
の
仕
組
み
を
説
明
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
災
害
復
旧
に
関
す
る
技
術
的
助

言
が
必
要
な
場
合
の
災
害
査
定
官
に
よ
る

災
害
緊
急
調
査
、
高
度
な
技
術
を
要
す
る

工
事
等
の
災
害
復
旧
事
業
代
行
制
度
、
災

害
時
の
緊
急
度
に
応
じ
た
契
約
方
式
の
選

定
な
ど
、
事
業
遂
行
の
た
め
の
手
法
に
つ

い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
全
国
の
先
進

的
な
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
事
例
を
紹
介

し
て
い
る
。

今

後

の
課

題

ｔ
前
述
し
た
第
四
の
災
害
復
旧
を
支
援
す

る
民
間
事
業
者
等
の
活
用
は
、
市
町
村
の

体
制
を
補
完
す
る
有
効
な
方
式
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
必
要
な
経
費
を
ど
の
よ
う
に

確
保
す
る
か
が
課
題
で
あ
る
。
市
町
村
の

職
員
が
行
う
業
務
を
外
注
す
る
た
め
の
経

費
を
回
庫
補
助
対
象
と
す
る
こ
と
は
困
難

と
さ
れ
、
市
町
村
が
単
独
で
財
源
を
確
保

で
き
な
け
れ
ば
外
注
す
る
こ
と
が
難
し

い
。
再
度
災
害
を
防
止
す
る
災
害
復
旧
を

遅
滞
な
く
行
う
た
め
に
は
ヽ
民
間
事
業
者

等
活
用
の
た
め
の
財
源
確
保
が
重
要
な
課

題
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
市
町
村
が
機
能
を
失
う
よ

う
な
巨
大
災
害
が
発
生
し
た
際
の
支
援
策

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で

あ
る
。
南
海
ト
ラ
フ
級
の
大
災
害
を
想
定

す
れ
ば
、
市
町
村
か
ら
の
申
請
を
待
っ
て

国
が
回
庫
負
担
を
決
め
る
と
い
う
こ
れ
ま

で
の
プ
ル
型
の
仕
組
み
で
は
限
界
が
あ

る
。
民
間
で
は
損
保
業
界
に
お
い
て
、
大

災
害
が
発
生
し
た
際
の
保
険
金
支
払
い
手

続
き
に
対
し
て
、
数
年
前
か
ら
人
工
術
星

で
撮
影
さ
れ
た
画
像
を
活
用
す
る
な
ど
に

よ
る
効
率
化
を
進
め
て
い
る
。
従
来
は
、

水
災
被
害
の
場
合
、
保
険
金
支
払
い
に
必

要
な
条
件
を
保
険
会
社
が
把
握
す
る
に

は
、
実
際
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
現
場
を

訪
れ
て
確
認
す
る
し
か
手
段
が
な
か

っ
た

が
、
大
規
模
な
水
害
が
発
生
し
た
際
に
は

人
工
衛
星
画
像
な
ど
を
用
い
て
迅
速
に
保

険
金
を
支
払
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
２

０
２
１
年
７
月
に
発
生
し
た
静
岡
県
熱
海

市
伊
豆
山
地
区
の
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
に

お
い
て
は
、
損
害
保
険
大
手
各
社
は
被
害

地
域
の
損
害
状
況
の
把
握
の
た
め
、
ド
ロ

ー
ン
や
人
工
衛
星
を
用
い
た
被
害
認
定
調

査
な
ど
を
進
め
た
。
災
害
か
ら
１
週
間
足

ら
ず
で
、
被
災
住
宅
の
契
約
者

へ
保
険
金

を
全
額
払
う

「全
損
」
を
認
定
し
た
例
も

あ
る
。
損
保
各
社
に
と

っ
て
保
険
金
の
支

払
い
を
迅
速
化
さ
せ
る
こ
と
は
、
被
害
に

あ

っ
た
人
た
ち
の
生
活
再
建
を
支
え
る
と

い
う
使
命
を
全
う
す
る
だ
け
で
な
く
、
コ

ス
ト
を
削
減
し
、
火
災
保
険
の
事
業
を
持

続
可
能
な
も
の
に
す
る
た
め
に
も
、
業
界

共
通
の
喫
緊
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

公
共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧
に
も
人
工

衛
星
画
像
や
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
を
拡
大
す

る
と
と
も
に
、
大
規
模
な
災
害
発
生
時
に

国
に
よ
る
プ
ッ
シ
ュ
型
の
支
援
が
導
入
で

き
れ
ば
、
災
害
復
旧
事
業
を
大
幅
に
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と

思
わ
れ
る
。
今
後
、
抜
本
的
な
制
度
改
革

の
検
討
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

【参考】「市町村における災害復旧事業の円滑な実施に係る支援方策のあり方」及び「市町村に
おける災害復旧事業の円滑な実施のためのガイドライン」、2022年 5月、国土交通省。25  Cove「 nOnce M。「ch 2023


